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皆伐跡地における物質循環に関する研究（I）

伐採後2年目までの地上部養分量の変化

片　桐　成　夫＊

Stud1es　on　the　M1nera1Cyc11ng1n　a　C1ear－cutt1ng　Area（I）

　Changes　of　the　Amount　of　Nutr1ent　E1ements　of　Above

　　　Ground　B1o皿ass　for　Two　Years　after　Cutt1ng

　　　　　　　　　　　Shigeo　KATAGIRI

　The　changes　of　the　a皿ount　of　nutr1ent　e1ements1n　a　c1ea卜cutt1ng　area　for　two　years

after　cutt1ng　were　stud－1ed．m　San‘be　Forest　of　Shmane　Un1∀ers1ty

1The　concentrat1on　of　n1trogen，Potass1um．and　ca1c1um　of　trees　and　herbs　were　h1gher

after　cutt1ng　than　before　cutt1ng

2The　concentrat1on　of　nutr1ent　e1ements　of　trees，herbs　and．sasa　were　h1gher　at　the

1ower　part　than　at　the　upper　part　of　s1ope

3The　a血ount　of　nutnent　e1e皿ents　m　a　c1ea卜cuttmg　area　general1y　depend－ed－on　the

we1ght　of　aboye　ground．b1o血ass

4At　the　second－year　after　cutt1ng，the　amount　of　nutr1ents　were755一以2for　n1trogen，

433－119for　phosphorus，656－202for　potass1um，752－289for　magnes1um　and570－
236kg／ha　for　ca1c1u血　　These　a皿ount　corresponded－to　the　a血ount　retumed．by11tter

fa111n　the　natura1forest　before　cutt1ng

　　　　　　　　は　じ　め　に

　伐採跡地における地上部現存量の回復が伐採前の下層

植生の繁茂や上層木の切株からの萌芽更新，新たな植物

の侵入などによって急速に進行することはよく知られて

いる．皆伐跡地での地上部現存量の変化を草本・木本・

萌芽更新に分けて調べた結果，伐採後1～2年の間では

斜面下部で草本の現存量が急増し，斜面申1上部では木

本の現存量が多くなった．また，伐採後の時間の経遇と

ともに草本の割合が減少し，木本や萌芽更新の割合が増
　　　　　　　　　　　　　1）
大することが明らかにされた．

　伐採跡地での物質循環を考える場合，これらの地上部

現存量に含まれる養分量の変化は伐採跡地の養分還元量

に影響する要因であり，土壌中の養分集積量の変化と同

様に重要な問題である．しかし，伐採跡地における地上

部養分量の変化について調べられた例はみられず，人工

造林を行う上での障害物としての調査がなされているに
　　　　2，3）
すぎない．また、養分面からも造林木以外の雑草木の養

　＊育林学研究室

分吸収が造林木に及ぽす影響を考えるための報告がみら
　　　　　　　4）
れるだけである。しかし，人工造林地における雑草大の

現存量も物質循環面からみれば重要な蓄積であり，下刈

りがなされた場合は造林木への養分の供給源の一つとな

る．したがって、伐採跡地の地上部養分量について検討

することは物質循環系の回復遇程を解明する上でも重要

な課題である．

　そこで，本研究では落葉広葉樹林の皆伐跡地における

草本1木本類の地上部養分量の伐採後1～2年間の変化

について検討した。なお，本研究を進めるにあたり育林

学専攻生永山正一君の協力を得た。ここに感謝の意を表

する．

　　　　　　調査地および調査方法

　調査地は島根大学農学部附属三瓶演習林の4林班に設

けられた第：皿皆伐試験地である．この試験地は南東向き

斜面で幅20m，長さ95mで1983年11月に伐採された．
　　　　　　　　　　　　　　　　1，5）
伐採前の林況については既に報告した．

斜面下部から上部までのプロット（P－O～P－8）内
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に2m×2m一の方形区を2個ずつ設け，方形区内の檀

生を切株からの萌芽枝を除いて刈取り，木本・草本・サ

サについて同化部と非同化部に分けて重量を測定した（

ただし，草本は同化部と非同化部を分けていない）。刈

取りの時期は伐採後1年目（1984年），2年目（1985年）

ともに8月とし，1年目と2年目の方形区はそれぞれ隣

接して設けられている．

　養分分析はプロットcとに大本同化部④非同化部④草

本。ササ同化部・非同化部について試料を採取し，チッ

素1リン⑤カリウム・カルシウム⑧マグネシウムについ

て行った．分析方法はチッ素についてはケルダール法を

用い，その他の元素については湿式灰化後，リンはモリ

ブデン青比色法，カリウム・カルシウム匂マグネシ’ウム

については原子吸光法を用いた．

　　　　　　　　結果および考察

1　伐採後1．2年目の地上部現存量

　落葉広葉樹林の伐採跡地の地上部現存量の変化につい

ては既に報告したが，本調査地における伐採後1⑧2年

目の木本およびササの同化部と非同化部および草本の現

存量を斜面位置との関係で図一1に示した．ただし，伐’

採前の現存量は林分の下層檀生の現存量で示してある．

　木本非同化部の現存量が伐採後1年目にプロットによ

り減少している場合があるが，全体としては伐採前の現

存量が少なく。伐採後1年目，2年目と増加する傾向を

示している。これは伐採前の下層植生の木本の分布が必

木本非同化部

棚◎

5◎

ずしも均一でなかったためであり，ササのように比較的

均一に分布していたり，草本のように伐採前にほとんど

存在しなかった場合と煩向が異なったものである．

　伐採後の地上部現存量と斜面位置との関係をみると、

木本は同化部。非同化部ともに斜面申部（P－4，P－5

）と斜面最下部（P－O）で少なくなっている。一方，

草本の現存量は斜面下部から尾根部にかけて減少する煩

向を示している．これに対して，ササの現存量は同化部

・非同化部ともに斜面最下部で最大となり，斜面中部か

ら上部にかけてはほとんど差がみられなかった．

　この現存量の配分割合をみると表一1に示したよう

に，本調査地では伐採前からササの現存量が多く，斜面

下部で70～87％，申部で57～89％，上部で61～89％を占

めていた．伐採後は斜面上部では太本の現存量が1年目

に23～30％。2年目に29～43％と増加し事斜面下部では

草本の現存量が1年目に11～31％，2年目に8～17％と

増加した．これにともなって，ササの現存量が1年目に

は55～75％，2年目には48～73％と減少した．

2　木本・章本③ササの養分含有率の変化

　伐採後の木本・草本・ササの養分含有率の変化を斜面

位置との関係で図一2～図一6に示した。

　チッ素含有率は木本・ササの同化部および草本では

1．5～3．5％と高く，非同化部では1％以下と低かった．

伐採後2年目のヂッ素含有率は伐採前と比べて明らかな

違いはみられなかったが、伐採後1年目の木本・ササの

同化部⑤草本のチッ素含有率は伐採前に比べて高い傾向

◎一◎伐採前

⑩一・⑩伐採後1年目
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表一1　地上部現存曇の配分割合の変化

P－O　　P－1　　P－2　　P－3　　P－4　　P－5　　P－6　　P－7　　P－8

太本　　伐採前
　　　　　伐採後1年目

　　　　　　　　2年目

15．4

6．3

3．4

3，4

17，6

22．5

22．6　　　7，7　　　18，6　　　42，7

13，9　　　19，3　　　21，2　　　22，1

30，1　　　　42，5　　　　21，2　　　　23．1

15，1

28，8

35．O

10，0　　　38，7

29，9　　　　22，7

29，3　　　43．1

草本　　伐採前
　　　　　伐採後1年目

　　　　　　　　2年目

O．4

10．8

7．5

8，6

25，9

16．5

7．7　　　3．5　　　3．1　　　0，7

30，7　　　10，3　　　12．7　　　2，7

10．0　　　　9，4　　　　14．4　　　　3．8

1．8　　　0．7　　　0．3

2．6　　　1．7　　　2．6

8．9　　　6．2　　　0．2

サ　サ　　伐採前

　　　　　伐採後1年目

　　　　　　　　2年目

84，1

82，9

89．O

87，1

56，6

61．O

69，7　　　88，8　　　78，3　　　56，6

55，4　　　　70，4　　　　66，2　　　　75，2

59，9　　　　48，0　　　　64，4　　　　73．1

83，1

68，6

56．O

89，2　　　61，1

68，3　　　74，8

64，6　　56．7
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を示した．また婁木本・ササの同化部と草本のチッ素含

有率は斜面下部から上部にかけて低下する傾向を示し

た．

　リン含有率は高太種の場合と同様に最大でも02％以

下と，5元素の中では最低である。しかも、ヂッ素含有

率と同様に大本。ササの同化部・草本のリン含有率が太

本④ササの非同化部に比べて高くなっている。さらに，

含有率の高い太本⑤ササの同化部・草本では斜面下部か

ら上部にかけて含有率が低下する傾向を示した．しか

し，伐採前1後を比べた場合に，ヂッ素含有率のように

伐採後に含有率が高くなるという煩向はみられなかっ

た．

　カリウムの含有率は他の元素とは異なり，草本の含有

率が大本⑧ササよりも高く，約3倍にも達する場合がみ

られた．同化部と非同化部を比べるとヂッ素④リンと同

様に同化部の方が高い含有率を示した。また，大本とサ

サは同化部④非同化部ともに斜面下部から上部にかけて

含有率が低下する傾向を示すが，草本は逆に斜面上部ほ

ど含有率が高くなる傾向がみられた．また，伐採前・後

で比較すると伐採後1年目は伐採前に比べて高い含有率

を示し，伐採後2年目には伐採前と同じ程度に低下して

いる。

　マグネシウムの含有率は大本・草本に比べてササの含

有率が低く，また同化部と非同化部との問には明らかな

違いがみられた．しかし，斜面位置による含有率の椙違

や伐採前後の含有率の変化については明らかな傾向はみ

られなかった。

　カルシウムの含有率の範囲はO．1～2．5とチッ素含有

率に比べてやや低いが，プロット間でのバラツキが大き

かった。それゆえ，斜面位置による違いや伐採前後の変

化については明らかなことは言えないが，伐採後のカル

シウムの含有率は伐採前に比べるとやや高いようであ

る．

　以上のように，伐採後に回復する檀生の養分含有率は

すべての元素ではないが、伐採直後に高くなるといえそ

うである．また，従来からの樹体の養分含有率やリター

フォールの養分含有率にみられるように，土壌条件の良

好な斜面下部ほど伐採後に回復する檀生のヂッ素。リン

・カリウムの含有率が高くなっている．

3　地上部養分量の変化

　前節では伐採後1年目の檀生の養分含有率が伐採前に

比べて高くなることがあると指摘したが，伐採後の地上

部現存量は太本⑧草本⑨ササによって変化の傾向は異な

るものの年々増加する．したがって皇伐採跡地での養分

量も隼々増加することは明らかである．そこで，大本⑧

草本⑧ササの養分量の変化を図一7～図一9に示した．

　大本同化部の養分量はいずれの元素も伐採後の現存量

の増加にともなって増加し，非同化部の養分量も現存量

の減少がみられるP－O，P－5，P－8を除いて同化

部と同様に増加している．また，斜面位置による太本の

養分量の違いをみると，ヂッ素⑧リン⑧カリウム・マグ

ネシウムの4元素は伐採後2年目の現存量の多いP－

1，P－2，P－3，P－6，P－8で多くなってい
る．しかし，カルシウムは斜面位置による違いが明らか

ではない。これは前述したようにカルシウムの含有率の

バラツキが大きく，現存量の傾向を打ち消す方向にはた

らいたためであろう。

　草本の養分量はいずれの元素も現存量の変化と同様の

傾向を示し，斜面下部のように現存量の増加の著しいプ

ロットでは著しく増加した。さらに，草本の養分量は斜

面下部から上部にかけて減少する煩向が伐採後1・2年

目ともに明らかであった。

　ササの養分量は同化部と非同化部とでその傾向が異な

り，同化部は木本と同様に伐採後の年数とともに増加す

る煩向を示したが，非同化部の養分量の変化は斜面下部
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を除いて明らかではなかった．これはササの非同化部の

養分含有率が大本⑧草本に比べて低いことと，現存量の

増加がP－O～P－2の斜面下部でしかみられなかったこ

とによるものである’また，ササの養分量の斜面位置に

よる違いをみると伐採後1⑧2年目ともに斜面下部から

上部にかけて滅少する傾向がカルシウム以外の元素にみ

られた．しかも，この傾向は非同化部より同化部で明ら

かであらた．

　このように伐採跡地での養分量は元素や大本④草本⑧

ササの違いによって少しずつ異なるが，全般的な煩向・と

して地上部現存量に大きく左右きれている。そこで，各

部分の現存量と養分量との関係をみると，図一10にチッ

素を例にとって示したように，各部分の養分量はそれぞ

れの乾物重の増加にともなって増加する傾向がいずれの

元素にもみられた．この関係はチッ素⑧リン⑧マグネシ

ウムについては草本および大本⑧ササの同化部と太本・

ササの非同化部との間で明らかな分離がみとめられた．

しかし。カリウム④カルシウムについては非同化部のバ

ラツキがとくに大きく，同化部と非同化部の分離は困難

であった．

　　　　章木

鵠コ

持
鮒

　また，この関係を直線近似した場合，その傾きはほぼ

1となり，木本④草本⑧ササの養分含有率がおおむね一

定していることを示している．このように伐採跡地に回

復する植生の養分量は大本・草本⑧ササといった種類の

違いや同化部・非同化部といった器官の違いごとに含有

率がそれぞれ一定しているために，それぞれの乾物重の

多少に左右されることになる．
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　伐採跡地における養分集積量を合計で示したものが表

一2である。伐採前の下層檀生の養分量はチッ素6．1～

18．4，リンO．34～1．20，カリウム5．6～20．4，マグネ

シウムO．54～1．36，カルシウム1・8～13．8kg／haと斜

面下部から上部にかけて減少している．伐採後1年目に

はチッ素11．6～36．O，リンO．66～1．94，カリウム10．8

～35．8，マグネシウム1．42～4．77，カルシウム6．4～

23．2kg／haと伐採前に比べると多いところでは約2倍

に増加している。伐採後2年目になるとさらに増加し。

ヂッ素24．2～75．5，リン1．19～4．33，カリウム20．2

～65．6，マグネシウム2．89～7．52，カルシウム23．6～

57．Okg／haと伐採前のおおむね4～5倍となり，増加

の著しいところでは約30倍に達している。

　この伐採後の養分量はカルシウムについてバラツキが

大きく斜面位置の違いが明らかでないが，他の元素につ

いてみると斜面下部ほど多く，斜面上部に向って減少し

ている．伐採後2年目におけるこの養分量を林分の樹体
　　　　　　　6）
の養分量と比べると10～25％と少量であるが，2年間で

養分集積量はかなり回復している．

　一方，この養分量を林分のリターフォールによる還元
7
）

量と比較すると，伐採後2年目には斜面下部でマグネシ

ウムを除いてほぼ林分の還元量に等しい集積量となって

いるのに対して斜面上部では還元量の50～70％であっ

た．

お　わ　り　に

　伐採跡地における檀生の回復にともなって地上部現存

量が増加する過程において，その中に含まれる養分含有

率や養分量の変化を検討した結果，現存量申の養分量は

乾物重の多少に左右され，養分含有率が伐採後に高くな

る傾向のあることを明らかにしてきた。また，これらの

養分量が林分の養分集積量に比べると少ないが，伐採後

2年目には林分の還元量に匹敵するまでに回復している

ことが明らかになった．この養分量のうち，同化部や草

本に含まれる養分は伐採跡地での物質循環系においては

還元量として林地に返されることになる。また，人工造

林地では下刈りによって強制的に林地へ還元されること

になる．この点については今後、伐採跡地でのリターフ

ォールによる還元量とともに検討する必要がある．

　また，本研究では太本1草本・ササといった大ざっぱ

な分け方しか出来なかったが，伐採直後に侵入しやすい

樹種。伐採前から残存する樹種に分けて，萌芽更新によ

る養分の動態とともに明らかにする必要があろう．
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